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WebTitan Cloud 4.16 は、ユーザーの識別と管理に重点を置き、柔軟なポリシーとリモート設定が可能

な Windows と Chromebook 用の新しいエンドポイントエージェントを提供します。また、最新版の DNS 

Proxy と新しい WebTitan Azure AD Enterprise App を使って、Azure Active Directory のユーザを識別

し、フィルタリングすることができます。 

 

 

新機能 

 

 WebTitan Cloud 4.16 では、WebTitan にデバイスとデバイス管理の概念が導入され、リモートで管

理・設定可能なデバイスを追加できるようになりました。デバイスとは、ポリシーに基づいてフィル

タリングのために WebTitan Cloud に DNS リクエストを送信するように設定できるエンティティの

ことです。 

 

 WebTitan OTG エージェントは、シングルスレッドアプリケーションとして再設計されており、

WebTitan OTG 2 エージェントは、より安定的で安全であり、ユーザーマシンからの CPU オーバー

ヘッドが少なくて済みます。WebTitan OTG 2 エージェントファミリーは、他にもいくつかの改良

が加えられています。 

 

 インストール後の OTG 2 デバイスを、新しいデバイス管理 UI を使って、WebTitan Cloud か

らリモートで管理・設定することができます。 

 WebTitan Cloud では、すべてのデバイスの詳細な情報を表示し、グローバルまたは個別の設定

変更を適用することができます。 



 ユーザーの IP アドレスへの依存がなくなり、OTG 2 では EDNS タグを使ってユーザーとその

デバイスを識別できるようになりました。 

 

 インストール時に、デバイスに特定のポリシーを自動的に割り当てることができるようになり

ました。 

 

 OTG 2 では、お客様専用のインストールキーを使用することで、インストール時のセキュリテ

ィを向上させています。インストールキーは、必要に応じて WebTitan UI で再生成することが

できます。 

 

 WebTitan OTG for Chromebooks は、新製品の WebTitan OTG 2 をベースにした OTG 2 ファミリ

ーの最初のエージェントで、Chromebook 専用のユーザおよびデバイスレベルの Web フィルタリン

グを提供します。教育機関向けに設計されており、CIPA 準拠の Chromebook 用セキュリティフィル

タリングソリューションを迅速かつ低価格で提供しています。詳しくは管理者ガイドをご覧くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 WebTitan Cloud は、新バージョンの DNS Proxy と WebTitan Azure AD Enterprise App を使っ

て、Azure Active Directory（AD）のユーザーをフィルタリングできるようになりました。

WebTitan Azure AD Enterprise App は、Azure AD のユーザーとグループを DNS Proxy に同期さ

せる役割を果たし、オンプレム AD、Azure AD、ハイブリッド AD のいずれの設定でもフィルタリ

ングをサポートします。WebTitan AzureAD Enterprise App のガイドをご覧ください。 

 

 UI の「ユーザー」タブから OTG ユーザーを削除できるようになりました。詳しくは「ユーザーの

編集と削除」をご覧ください。 

 

 Rest API を使って静的 IP ロケーションを追加する際に、説明を含めることができるようになりま

した。詳しくはお問い合わせください。 

 

  



改善内容 

 

 技術用語を改善するための世界的な取り組みに合わせて、WebTitan Cloud からブラックリストとホ

ワイトリストという用語が削除され、ブロックリストと許可リストに変更されました。 

 

 WebTitan OTG 1 for Mac がアップデートされ、VPN の取り扱いと Catalina および Big Sur との互

換性が改善されました。また、外部 IP が常に解決しない問題も修正されました。 

 

 

修正点 

 

 カテゴリが、設定されたデフォルトの許可リストよりも誤って優先されることがありました（解決済

み）。 

 

 ブロックページで、長い URL がコンテナをオーバーフローすることがありました (解決済み)。 

 

 大文字のドメインを許可およびブロックする機能が Rest API で動作しない (解決済み) 

 

 レポート フィルタの編集に関する問題 (解決済み) 

 

 High Cloud Key の最大使用値の問題 (解決済み)。 

 

 件名や説明に引用符が含まれている場合、スケジュールされたレポートが実行されない (解決済み) 

 

 Rest API が範囲外のタイムスタンプを受け入れる (解決済み)。 

 

 ブロックされたアクションによるレポート履歴のページ配置の問題 (解決済み)。 

 

 顧客のタイムゾーンがグローバルな WebTitan ログに影響を与える（解決済み）。 

 

 ポリシー名に引用符が含まれている場合、許可またはブロックのドメインをエクスポートする際の

問題 (解決済み) 

 

 インラインヘルプが古い (解決済み) 

 

 Rest API でグローバルな許可リストとブロックリストのエントリが機能しない (解決済み)。 



 

 ダイナミック DNS ロケーションのスケジュールされた解決に関する問題 (解決済み)。 

 

 Rest API で存在しないユーザを削除する際の問題 (解決済み)。 

 

 

 

 

  



WebTitanCloud4.15 

リリース時期：2020 年 8 月 

 

 

新機能 

 

 

 マルチ IP ロケーション-静的 IP ロケーションに複数の IP アドレスまたは CIDR を使用できるよう

になりました。 

 二要素認証（2FA）が利用可能になりました。パスワードのみのアクセスを拒否することで、セキュ

リティが高まります。 

・お客様の権限で、[管理]> [パスワードの変更]メニューに移動して、2FA（二要素認証）を有効に

することができます。二要素認証を参照してください。 

・管理権限で、[設定]> [パスワードの変更]メニューに移動して、2FA（二要素認証）を有効にする

ことができます。二要素認証を参照してください。 

 スケジュールされたレポートの管理が RestAPI に追加されました。詳細については、

apidoc.webtitancloud.com を参照してください。 

 新しいグループフィルターがレポートに追加され、グループを使用しているすべての顧客が利用で

きるようになりました。 

 

改善点 

 

 UI で生成された証明書は、有効期間が 2 年間となりました。 

 OTG エージェントが同期しなくなる可能性を減らすために、ロケーションキーの変更頻度を修正し

ました。 

 動的 IP ロケーションは、UI を使用して別の動的 IP ロケーションからアドレスを取得できなくなり

ました。ただし、RestAPI および IP エージェントを介して引き続き実行できます。 

 

修正点 

 

 履歴内の内部 IP 問題により発生していたフィルタリングの不具合を修正しました。 

 ロゴサイズの問題を修正しました。 

 ダッシュボード統計「昨日」部分で発生していた表示不具合が解決されました。 

https://docs.titanhq.com/en/12474-two-factor-authentication.html
https://docs.titanhq.com/en/12474-two-factor-authentication.html


 ホワイトリストおよびブラックリストに登録されたドメインの読み込み速度を改善しました。 

 パーティションの欠落が原因でログエラーが発生する問題を修正しました。 

 ライセンスをバイパスできる問題を解決しました。 

 履歴をフィルタリングする際に発生していたページ付けの問題を修正しました。 

 専用サーバーでの使用に関連する OTG および IP エージェントの問題を解決しました。 

 一部の Cookie が HttpOnly として設定されなかった問題を解決しました。 


